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最
近
、
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
」
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で
す
。

　

区
で
は
「
男
女
共
同
参
画
社

会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行
動
計

画
」
に
、
女
性
や
児
童
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
や
、

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
の
人

権
の
尊
重
と
い
っ
た
課
題
を
盛
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り
込
み
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
女

性
の
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
許
さ
な

い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

�
　
　

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

２１
の
人
権
を
守
る
た
め
、
区
で
は

一
人
ひ
と
り
を
か
け
が
え
の
な

い
人
間
と
し
て
尊
重
す
る
学
校

や
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
人

権
尊
重
教
育
に
関
す
る
様
々
な

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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特
に
「
い
じ
め
」
問
題
の
解

決
に
は
、
早
期
の
発
見
と
対
応

が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
が
い
つ
も
と

違
う
と
感
じ
た
り
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り

し
た
と
き
は
、
家
庭
だ
け
で
悩

ま
ず
に
学
校
や
区
の
相
談
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
済
美
教
育

研
究
所
「
い
じ
め
・
登
校
拒
否

電
話
相
談
」
@
３
３
１
７
‐
１

１
８
９
へ
。
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だ
れ
も
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
住
宅
施
策
や
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
立
場

を
理
解
し
、
敬
う
心
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
や
社
会
の
中
で
、
高
齢

者
を
疎
外
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
老
い
」
は
だ
れ
に
で
も
訪
れ

ま
す
。
自
分
が
高
齢
に
な
っ
た

と
き
、
ど
の
様
に
接
し
て
ほ
し

い
で
す
か
。
高
齢
者
の
人
権
を

守
る
の
は
、
そ
ん
な
思
い
や
り

の
気
持
ち
な
の
で
す
。
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昭
和　

年
の
国
際
障
害
者
年

５６

と
「
国
連
･
障
害
者
の　

年
」

１０

（
昭
和　

年
〜
平
成
４
年
）
を

５８

契
機
に
、
障
害
者
に
対
す
る
様

々
な
施
策
が
推
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
障
害
者
基
本
法

で　

月
９
日
を
「
障
害
者
の

１２
日
」
と
定
め
た
こ
と
を
機
に
、

そ
の
日
の
前
後
を
「
障
害
者
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
へ

の
参
加
が
保
障
さ
れ
る
社
会
で

あ
る
た
め
に
は
、
よ
り
深
く
障

害
者
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

�
　

部
落
差
別
問
題
（
同
和
問

題
）
は
、
封
建
時
代
の
身
分
制

度
や
人
々
の
意
識
に
よ
る
差
別

が
、
今
も
な
お
様
々
な
形
で
現

わ
れ
て
い
る
重
大
な
社
会
問
題

で
す
。
被
差
別
部
落
（
同
和
地

区
）
の
出
身
者
で
あ
る
と
い
う

だ
け
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を

受
け
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
権
侵
害
の
事

例
と
し
て
は
、
結
婚
・
就
職
に

お
い
て
の
不
当
な
差
別
、
ま

た
、
悪
質
な
落
書
や
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
差
別
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が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
同
和
問
題
へ

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
持

ち
、
国
民
全
体
の
課
題
と
し
て

差
別
の
解
消
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

�
　

杉
並
区
に
は
、
現
在
一
万
人

を
超
え
る
外
国
人
が
住
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
ア
ジ
ア

出
身
の
人
た
ち
で
す
。

　

そ
う
し
た
人
た
ち
の
中
に

は
、
入
店
拒
否
や
ア
パ
ー
ト
へ

の
入
居
差
別
、
就
労
差
別
な

ど
、
外
国
人
へ
の
理
解
不
足
に

よ
る
偏
見
か
ら
、
嫌
が
ら
せ
を

受
け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
差
別
や
偏
見
は
、

外
国
人
の
文
化
や
生
活
習
慣
の

違
い
か
ら
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
真
の
国
際
化
に
は
、
日

常
の
交
流
を
通
じ
、
お
互
い
を

理
解
し
、
地
域
で
生
活
す
る
一

員
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

�
　

学
校
や
職
場
、
地
域
な
ど
で

感
染
し
て
い
る
こ
と
や
、
患
者

で
あ
る
こ
と
を
話
せ
な
い
社
会

で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
知

識
と
理
解
を
持
ち
、
共
に
生
き

る
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

�
　

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
守
り
創
出
し
て
い
く
こ
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と
は
、
基
本
的
人
権
の
根
幹
に

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。

　

大
量
生
産
、
大
量
消
費
に
支

え
ら
れ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し

は
、
利
便
性
の
高
い
も
の
で

す
。
し
か
し
一
方
で
は
大
量
の

ご
み
を
排
出
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
汚
染
問
題
な
ど
、
新
た
な
環

境
汚
染
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
地
域
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
や
地
球
温
暖
化
な
ど

地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
を

進
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題

に
つ
い
て
当
事
者
意
識
を
持
つ

こ
と
で
す
。

国
連
が
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
、　

月　

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
か
ら
、　

年
が
経
過
し

１２

１０

５２

ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
人
権
デ
ー
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
意
識
の
普
及
・
高

揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

迎
え
る　

世
紀
は
、
「
人
権
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
、
改
め
て
「
人
権
」
と
は
何
か
と
い
う

２１

こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

―
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
へ
。

◇
人
権
パ
ネ
ル
展

　

【
日
時
】　

月
４
日
∑
〜

１２

８
日
ª
【
会
場
】
区
役
所
一

階
ロ
ビ
ー

◇
講
演
と
映
画
の
集
い

　

【
日
時
】　

月
５
日
∏
午

１２

後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

２０

【
会
場
】
武
蔵
野
市
民
文
化

会
館
（
武
蔵
野
市
中
町
３
―

９
―　

）
【
内
容
】
①
映
画

１１

「
セ
ピ
ア
色
の
風
景
」
②
講

演
「
熱
き
魂
を
も
っ
た
ラ
モ

ス
」
＝
ラ
モ
ス
瑠
偉
【
入
場

料
】
無
料
（
先
着
順
）

◇
映
画
と
コ
ン
サ
ー
ト
の

 

集
い

　

【
日
時
】　

月
８
日
ª
午

１２

後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

２０

【
会
場
】
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ

ー
ル
（
文
京
区
春
日
１
―　
１６

―　

）
【
内
容
】
①
映
画

２１
「
セ
ピ
ア
色
の
風
景
」
②
水

前
寺
清
子
コ
ン
サ
ー
ト
【
入

場
料
】
無
料
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ

も
都
総
務
局
人
権
部
@
５
３

８
８
ー
２
５
８
８
へ
。　

考考
ええ
よよ
うう

ああ
なな
たた
のの
人人
権権

わわ
たた
しし
のの
人人
権権

―

世
紀
へ
つ
な
げ
よ
う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

 

―　

世
紀
へ
つ
な
げ
よ
う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
― 

２１２１

人

権

週

間
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区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
区
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
毎
年

「
行
政
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

今
年
は
、「
定
住
性
と
生
活
環
境
」、「
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
」、「
消
費
生
活
」、「
商
店
街
活
性
化
」、「
地
域
防
災
」、「
区
立
宿

泊
施
設
」、「
高
齢
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」「
基
本
構
想
」
の
八
項
目

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
主
な
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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―
問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談
課
へ
。

行政実態調査が

まとまりました

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののののののののののののののののののののの
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
のののののののののののののののののののののののののののののののの
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
地
域
福
祉
の
推
進
」

をををををををををををををををををををををををををををををををを
望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
がががががががががががががががががががががががががががががががが
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププププププププププププププププププププ
にににににににににににににににににににににににににににににににに

を
望
む
声
が
ト
ッ
プ
に

� ▽
基
本
構
想
に
つ
い
て

　

杉
並
区
が
力
を

 

入
れ
る
べ
き
施
策

　

区
で
は
、
新
し
い
基
本
構
想

「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に

２１

合
わ
せ
、　

年
度
か
ら
始
ま
る

１３

行
政
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
計
画
を
策
定
す
る

際
の
参
考
に
す
る
た
め
に
、
区

が
力
を
入
れ
る
べ
き
施
策
に
つ

い
て
の
回
答
は
図
１
の
と
お
り

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
地
域
福

祉
の
推
進
」が
ト
ッ
プ
で
し
た
。

�
　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
杉
並

区
に
住
み
続
け
る
か
に
つ
い
て

は
、
図
２
の
通
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
生
活
環
境
で

は
住
み
や
す
さ
や
愛
着
度
に
つ

い
て
も
調
査
し
て
い
ま
す
。

▽
定
住
性
と
生
活
環
境

「
定
住
意
向
」
は　

・
４
％

８２

�
　

不
燃
ご
み
減
量
化
の
方
策
と

し
て
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
つ

い
て
は
図
３
の
よ
う
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
夜

間
早
朝
収
集
」
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
し
て
い
ま
す
。

�
　

自
宅
で
行
っ
て
い
る
防
災
対

策
に
つ
い
て
の
結
果
は
、
図
４

の
通
り
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
大
地
震
直
後
に

と
る
行
動
」
な
ど
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
ま
す
。

� ▽
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

レ
ジ
袋
を
有
料
化
し
た
場
合
、

「
買
い
物
を
持
参
」が　

・
２
％

６３

▽
防
災
対
策

「
懐
中
電
灯
の
用
意
」　

・
８
％

６３

▽
高
齢
社
会
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
地
域
に
役
立
ち
た
い
」
は　

・
３
％

２８

　

急
速
に
進
む
「
高
齢
社
会
」

に
お
い
て
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
（
図
５
）。

　

こ
こ
で
は
「
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
最
重
要
分
野
」
な
ど

も
調
査
し
て
い
ま
す
。

�
　

区
内
在
住
で
、　

歳
以
上
の

２０

男
女
一
四
〇
〇
人
を
無
作
為
に

選
び
、
７
月
中
旬
〜
下
旬
に
調

査
を
行
い
ま
し
た
。回
収
率
は
、

　

・
８
％
で
し
た
。

８７
　

な
お
、
調
査
結
果
の
報
告
書

は
、
区
政
資
料
室
、
図
書
館
、

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
（
区
政
資
料
室
で
は

一
〇
〇
〇
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
）。

　

ま
た
、
結
果
の
主
な
内
容
を

ま
と
め
た
要
約
版
を
区
政
資
料

室
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

e
調
査
方
法
な
ど

図1―杉並区が力を入れるべき施策（複数回答）� ％�
0 10 20 30 40

高齢者・障害者の地域福祉の推進�

安全で災害に強いまちづくり�

みどりや水など、自然環境の整備�

バリアフリーのまちづくり�

安心して住み続けられる住宅の確保�

道路・交通体系の整備�

生涯学習に関する施策�

個性ある美しい景観まちづくり�

保育、児童館など、子育ての支援�

省資源、循環型社会づくり�

多様性と個性が尊重される学校教育�

仕事と家庭を両立できる環境づくり�

新しい産業の育成や商店街の活性化�

地域や行政の情報化�

区民が行政参画できる仕組みづくり�

健康づくり�

杉並らしい文化や芸術を育てる施策�

地域が支える学校づくり�

その他�

消費者活動の支援や相談事業�

国内・国外の都市・地域との交流�

ＮＰＯやボランティアが活動しやすい環境�

男女共同参画を進めるための施策�

無回答�

35.2

32.3

29.1

20.3

19.4

18.6

14.2

12.5

12.2

12.0

8.3

7.8

7.1

6.5

6.2

5.7

5.7

3.6

3.0

2.3

2.2

2.0

1.3

1.1

図2―定住意向（％）�

平成12年�

平成11年�

平成10年�

『定住意向』82.4 『転出意向』7.3 無回答�

55.1 27.3 5.95.95.9 11.2

55.9 28.5 6.06.06.0 9.6

54.3 28.4 7.310.0

0.5

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�
ずっと住み続けるつもり� 当分の間住み続けたい�

できれば転居したい、転居するつもり�

わからない�

図３―レジ袋有料化（％）�

自分の買物袋を�
持参する�
６３.２�

有料化はするべき�
でない�
１６.１�

レジ袋が５円以下なら�
購入する�
８.７�

わからない�
５.１�

レジ袋が１０円程度�
なら購入する�
４.６�

その他�
２.０� 無回答�

０.２�

図5―高齢社会におけるボランティア活動（％）�

無回答�
０.５�

元気なうちは地域の�
役に立ちたい�
２８.３�

日常の援助は�
お互いにすべき�

２６.０�

人に頼らず一人で�
生きる努力をする�

1８.9

わからない�
１０.４�

ボランティアより行政や�
民間企業がする�
１２.０�

住んでいる地域に�
あまり関心がない�

２.４�
その他�
１.５�

図4―防災対策（複数回答）� ％�
0 10 20 30 40 50 60 70

懐中電灯の用意�

携帯ラジオ・テレビの用意�

とくに対策はしていない�

非常用飲料水の用意�

救急医薬品の用意�

燃料（卓上コンロ、固形燃料）の用意�

非常持出品の用意（避難袋）�

消火器・消火用水の用意�

非常食料の用意�

家具や冷蔵庫などの転倒防止�

避難場所の地図の用意�

家の窓ガラスなどの飛散防止�

塀の倒壊防止など外周りの安全確保�

その他�

無回答�

63.8

43.9

31.9

31.2

30.1

28.7

28.2

26.0

23.5

17.2

7.8

4.1

3.7

1.2

0.7

（集計は小数第２位を四捨五入して算出）
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

催
し

行 事

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１２月のクリーンサイクルの販売日
１２月４日∑午後１時～。のぼり旗のある自転車販
売協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。１台
９３００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
e問い合わせ：ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２‐２０８１/ＦＡＸ５３８２‐２０８３

善福寺川と友達になろう！�

�

　秋晴れの善福寺川をゴムボートに乗って下る「善福寺
リバークルーズ」。いつもは入ることができない川に今
日は特別に入れます。集まった子どもたちは小さな大冒
険にドキドキ、ワクワク。川と仲良くなって、楽しい思
い出ができました―11月 5日、写す。�

●情報をお寄せください／区内の楽し
い催しや光景をお待ちしています。�
●写っている方／希望者には写真を差
し上げます。広報課まで連絡を。�

日
本
フ
ィ
ル

 
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ェ
ン
・
ミ
ン
胡
弓
コ
ン
サ
ー
ト

「
美
し
き
二
胡
の
調
べ
」

▲川畠成道さん ▲小林研一郎さん

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

�
　

今
月
は
木
星
と
土
星
を
観
望

し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後

１２

６
時
〜
８
時
（
５
時　

分
開

３０

場
）【
会
場
】
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

【
対
象
】
区
内
在
住
･
在
勤
･

�
天
文
の
夕
べ

夜
間
天
体
観
望
会

e

在
学
で
小
学
五
年
生
以
上
の
方

（
小
･
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
）【
定
員
】
一
四
〇
名
（
先

着
順
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

へ
。

※
雨
天
･
曇
天
の
場
合
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
「
天
文
の

話
」
を
し
ま
す
。

�
　

野
菜
と
果
物
の
競
り
を
見
学

淀
橋
市
場
見
学
会

し
、
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
４
日
∑
午
前

１２

６
時
集
合
（
８
時　

分
解
散
）

３０

【
集
合
場
所
】
総
武
線
大
久
保

駅
北
口
改
札
口
【
会
場
】
淀
橋

市
場
（
新
宿
区
北
新
宿
４
―
２

―
１
）【
定
員
】
二
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ

ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で　

月　
１１

２８

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生
活

課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷

１６６

南
１
―　

―
４
）
へ
。
申
し
込

３６

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
　

区
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

と
子
（
小
学
生
以
下
）
を
対
象

に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま

す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１２

１７

１
時
〜
３
時　

分
【
会
場
】
阿

３０

佐
谷
南
児
童
館
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―
８
）【
内
容
】
人
形
劇
、

１４
サ
ン
タ
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
な
ど
【
定
員
】

八
〇
名
【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
子

ど
も
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
も

書
い
て　

月
５
日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
杉
並
区
母
子
寡
婦
福
祉
団

ひ
と
り
親
家
庭
の

 

ク
リ
ス
マ
ス
会

体
連
合
会
会
長
・
鳥
海
悦
（
〒

　

‐
０
０
３
４
桃
井
１
―　

―

１６７

２５

２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
鳥

海
@
３
３
９
０
‐
０
５
８
６
ま

た
は
大
沢
@
３
３
１
３
―
４
７

９
４
へ
。

�
　

こ
す
も
す
生
活
園
で
は
、
主

に
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
持
っ
た
方
が
、
自
立
や
社
会

参
加
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
た
め
に
、
施
設
を
公
開

し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
４
日
∑
〜
８

１２

日
ª
の
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

　

時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時

１０

１１

３０

　

分
〜
２
時　

分
（
６
日
は
午

３０

３０

前
中
の
み
）【
会
場
】
こ
す
も

す
生
活
園
（
堀
ノ
内
１
―　

―
２７

９
）【
内
容
】活
動
内
容
の
展
示
、

ビ
デ
オ
上
映
、
福
祉
機
器
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
閲
覧
な
ど
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
生
活
園

@
３
３
１
７
‐
９
３
１
２
へ
。

�
　

会
館
利
用
者
の
発
表
会
と
ダ

こ
す
も
す
生
活
園
施
設
公
開

�
井
草
社
会
教
育
会
館

ふ
れ
あ
い
広
場

e

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月
２
日
º
・
３

１２

日
∂
の
時
間
は
い
ず
れ
も
正
午

〜
午
後
６
時
【
会
場
】
井
草
社

会
教
育
会
館
（
今
川
４
―　

―
１２

　

）【
内
容
】
２
日
º
＝
発
表

１０（
コ
ー
ラ
ス
、
ギ
タ
ー
演
奏
、

日
舞
、
手
話
ダ
ン
ス
、
ヨ
ー
ガ

体
操
な
ど
）
３
日
∂
＝
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
@

３
３
９
６
‐
３
０
０
２
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後

１２

２
時
〜
４
時
（
１
時　

分
開

３０

�
ジ
ョ
イ
フ
ル
杉
並
映
画
会

「
ラ
イ
フ
・
イ
ズ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」

e

場
）【
会
場
】
勤
労
福
祉
会
館

（
桃
井
４
―
３
―
２
）【
定

員
】
三
六
六
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ú
杉
並
区

勤
労
者
福
祉
協
会
@
３
３
９
７

‐
２
５
２
１
へ
。

�
　

新
聞
に
連
載
中
の
「
子
ど
も

何
で
も
相
談
」
を
執
筆
し
て
い

る
教
育
評
論
家
の
斎
藤
次
郎

さ
ん
を
招
い
て
「
子
ど
も
の
生

き
る
力
を
ア
ッ
プ
！
」
を
テ
ー

「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

と
大
人
の
役
割
」講
演
会

マ
に
お
話
を
聞
き
ま
す
。（
区

後
援
）

　

【
日
時
】　

月
２
日
º
午
後

１２

１
時　

分
〜
４
時
【
会
場
】
セ

３０

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）【
定
員
】
八
〇
名
（
先
着

３２順
）【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ひ
き
こ
も
り
と

不
登
校
を
考
え
る
事
業
担
当
・

荒
川
@
３
３
９
５
‐
３
３
３
８

ま
た
は
森
内
@
３
３
９
５
‐
０

３
３
２
へ
。

　

聴
く
者
の
心
を 
捉 
え
て
離
さ

と
ら

な
い
、　

世
紀
を
に
な
う
若
手

２１

実
力
派
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
川
畠

成
道
さ
ん
を
迎
え
て
の
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

【
日
時
】　

年
１
月　

日
ª

１３

１９

午
後
６
時　

分
開
演
（
６
時
開

３０

場
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
出

２３

１５

演
】
指
揮
＝
小
林
研
一
郎
／
バ

イ
オ
リ
ン
＝
川
畠
成
道
／
管
弦

楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
【
曲
目
】
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
＝
「
ス
ラ
ブ
行
進

曲
」、「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
」、「
交
響
曲
第
４
番
」【
入

場
料
】
指
定
席
＝
三
〇
〇
〇

円
、
自
由
席
（
後
四
列
）
二
〇

〇
〇
円
（
会
員
割
引
あ
り
）

【
販
売
窓
口
】
①
文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
②
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
区
役
所
内
店
＝
時
間
は

①
②
と
も
月
〜
金
（
祝
日
は
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

③
各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開

館
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

④
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
@
５
２
３
７

‐
９
９
９
９
）
⑤
ロ
ー
ソ
ン
チ

ケ
ッ
ト
@
５
５
３
７
‐
９
９
５

５

　

テ
レ
ビ
画
面
で
幻
想
的
な
胡

弓
の
演
奏
風
景
が
流
れ
、
ひ
そ

か
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
�
美

し
い
二
胡
奏
者
�
チ
ェ
ン
・
ミ

ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
º
午
後

２７

４
時　

分
開
演
（
４
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
西
荻
Ｗ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
ス
タ

ジ
オ
（
西
荻
北
２
―
５
―　

ひ
１１

か
り
ビ
ル
Ｂ
１
）【
出
演
】
二

胡
＝
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
／
ピ
ア
ノ

＝
榊
原
光
裕
／
ギ
タ
ー
＝
松
澤

直
樹
／
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
＝
栗

山
豊
二
【
曲

目
】
第
一
部
＝

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ

ラ
ー
、
り
ん
ご

追
分
、
東
京
ブ

ギ
ウ
ギ
ほ
か
／

第
二
部
＝
枯

葉
、
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ

ス
ほ
か
【
定
員
】
一
五
〇
名

【
入
場
料
】
二
五
〇
〇
円
（
全

席
自
由
・
会
員
割
引
あ
り
）

【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
】　

月
１１

　

日
∏
午
後
１
時
【
販
売
窓

２１口
】
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館

２９

二
階
）

☆

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い

ず
れ
も
文
化
・
交
流
協
会
@
５

３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

▲チェン・ミンさん

文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

▲斎藤次郎さん

講
座
・

　

講
演

2001
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◆リサイクルひろば高井戸・12月の講習会◆

締切日応募方法参加費募集人数日　　時講習会名

―

電話で
先着

５００円１０名１日（金）
午前１０時～正午クリスマスを飾ろう

―
１５００円

（材料費１２００
円含む）

１０名３日（日）
午後１時～４時便利タップで電気代節約

―６００円１０名
４日・１８日（月）
午後１時３０分～

３時３０分

リフォーム相談
（着られなくなった服の再生の
お手伝い）

（１１月）２８日
必着

往復
ハガキ

３００円２０名５日（火）
午後１時～３時３０分

リサイクルと創作
（カレンダーや包装紙からクリ
スマスカード作り）

（１１月）３０日
必着２００円1０名

９日（土）
午前１１時～

午後１時３０分
雑紙からの紙 漉 き

す

１日必着

１００円
１０名

（小学校３年
生～中学生）

９日（土）
午後１時～３時３０分

発泡スチロールで
模型飛行機作り

４００円２０名
１２日（火）
午前１０時３０分～

午後０時３０分
残り布でミニボストンバッグ

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐４@３３３１‐４３６０）。３面ハ
ガキ記入例参照（締切日必着）。申し込み多数の場合は、抽選。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈ピーポ１１０番見舞金の額〉

 ７００万円
（限度額）

死亡・後遺障害
見舞金

 ５万円入院見舞金

 １万円通院見舞金

 ３万円建物・収容動産
損壊見舞金

掲示板

�
　

仕
事
や
結
婚
の
こ
と
な
ど
何

か
と
迷
う
時
期
。
自
分
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
金
融
商
品

の
選
び
方
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∏
午
後

１２

１９

６
時　

分
〜
８
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
う
杉
並
）
【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
の
女
性
【
講
師
】

貯
蓄
広
報
推
進
員
・
丹
野
美
絵

子
さ
ん
【
定
員
】
三
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
３

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
男

１２女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１６７

e
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

　

歳
か
ら
考
え
た
い
女
性

２７の
た
め
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

‐
０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
５６

３
）
へ
。
フ
ァ
ク
ス
�
３
３
９

３
‐
４
７
１
４
で
の
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
（
１
歳
以

上
就
学
前
）

�
　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
後

１１

２９

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
３６

―
４
）
【
講
師
】
日
本
漢
方
協

会
会
長
・
山
ノ
内
慎
一
さ
ん

【
定
員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

FAX

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

冬
に
効
く
漢
方
薬

e

ま
た
は
電
話
で　

月　

日
（
必

１１

２７

着
）
ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
４
@
３
３
１
４
‐
３
６
４

３６３
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

�
　

お
父
さ
ん
の
作
っ
た
ケ
ー
キ

で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

　

【
日
時
・
内
容
】　

月　

日

１２

１０

∂
午
後
１
時
〜
４
時
【
会
場
】

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

【
講
師
】
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ゼ
・

江
端
久
美
子
さ
ん
【
対
象
】
区

内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
【
定
員
】
各
回
一
二
組
二
四

�
グ
ッ
ド
パ
パ
２
０
０
０

ミ
レ
ニ
ア
ム
ク
リ
ス
マ
ス

 
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
挑
戦

e

名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に

１２
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
　

今
年
は
「
子
ど
も
読
書
年
」

で
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
教

育
評
論
家
の
無
着
成
恭
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
前

１２

１３

　

時
〜
正
午
（
９
時　

分
開

１０

３０

場
）
【
会
場
】
中
央
図
書
館

（
荻
窪
３
―　

―　

）
【
定

４０

２３

員
】
一
〇
〇
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

@
３
３
９
１
‐
５
７
５
４
へ
。

※
託
児
を
希
望
の
方
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入

例
参
照
）
で　

月
１
日
（
必

１２

着
）
ま
で
に
同
図
書
館
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
　

食
べ
過
ぎ
や
、
飲
み
過
ぎ
が

続
き
、
血
糖
値
が
気
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∑
午
前

１２

１８

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
井
戸

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―　

―
３
）
【
内
容
】
①
糖
尿

２０
病
が
心
配
な
人
の
外
食
の
選
び

方
、
調
味
料
の
使
い
方
②
食
事

療
法
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ

【
講
師
】
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
附
属
病
院
管
理
栄
養
士
・
蒲

池
桂
子
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
三
〇

�
子
ど
も
読
書
年
記
念
講
演
会

子
ど
も
は 
誰 
で
も

だ
れ

お
と
な
に
な
れ
る
の
か

e
　

月
の
糖
尿
病
講
習
会

１２

動
を
支
援
す
る
た
め
、
雇
用
関

連
情
報
・
産
業
振
興
施
策
情
報

な
ど
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
す
ぎ
な
み
ワ
ー
ク
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
ま

し
た
（
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
）
。
こ
の
中
に
、
区

内
事
業
所
の
求
人
情
報
集
、
区

内
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ン
ク
集
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

【
掲
載
募
集
内
容
】
①
事
業

所
の
求
人
情
報
（
新
卒
、
中

途
、
パ
ー
ト
、
内
職
）
②
事
業

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

【
対
象
】
区
内
に
本
社
や
支

店
・
営
業
所
が
あ
る
企
業
･
団

体
（
個
人
事
業
者
も
可
）

　

申
し
込
み
は
、
事
業
所
名
、

郵
便
番
号
、
所
在
地
、
電
話
番

号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
業
種
、

担
当
者
氏
名
お
よ
び
所
属
を
書

い
て
、
フ
ァ
ク
ス
�
３
３
１
２

‐
２
２
９
９
で
商
工
係
へ
（
電

話
で
も
可
）。
折
り
返
し
、掲
載

申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

FAX

�
　

災
害
時
地
域
の
助
け
あ
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
日
ご
ろ
か
ら

災
害
に
備
え
た
地
域
の
協
力
体

制
づ
く
り
を
支
援
す
る
も
の

で
、
災
害
時
に
地
域
の
支
援
を

希
望
す
る
区
民
が
、
自
ら
の
情

報
を
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委

員
、
消
防
署
、
警
察
署
に
提
供

す
る
た
め
に
、
区
に
登
録
す
る

制
度
で
す
。

　
【
対
象
者
】本
人
ま
た
は
同
居

者
の
み
で
は
避
難
が
困
難
な
在

宅
の
区
民
で
、
①　

歳
以
上
で

６５

心
身
に
障
害
な
ど
が
あ
る
方
②

心
身
の
障
害
な
ど
に
よ
り
外
出

が
困
難
な
方
【
申
込
窓
口
】
厚

生
部
管
理
課
計
画
係
、
福
祉
・

保
健
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
各
福
祉

事
務
所
、
障
害
者
福
祉
会
館
、

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

問
い
合
わ
せ
は
、
厚
生
部
管

理
課
計
画
係
へ
。

�
　

雇
用
活
動
や
中
小
企
業
の
活

�
高
齢
者
や
障
害
者
の

災
害
時
地
域
の

助
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

ee
区
内
事
業
者
の
方
へ

求
人
情
報
な
ど
を

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

険
を
感
じ
た
と
き
に
助
け
を
求

め
ら
れ
る
避
難
場
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

区
内
で
は
、
区
立
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
が
中
心
と
な

っ
て
「
ピ
ー
ポ
一
一
〇
番
」
プ

レ
ー
ト
設
置
活
動
を
進
め
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
雰
囲

気
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
現
在

も
二
五
〇
〇
を
超
え
る
�
ピ
ー

ポ
く
ん
�
が
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
保

護
し
た
ピ
ー
ポ
一
一
〇
番
プ
レ

ー
ト
設
置
者
が
、
不
審
者
な
ど

“

“

　

お
近
く
の
家
・
店
先
な
ど
に

警
視
庁
の
マ
ス
コ
ッ
ト
�
ピ
ー

ポ
く
ん
�
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

緑
色
の
プ
レ
ー
ト
が
か
か
っ
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

こ
の
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
家
や

店
は
、
子
ど
も
た
ち
が
身
の
危

“

“

か
ら
け
が
や
、
物
を
壊
さ
れ
た

な
ど
の
危
害
を
受
け
た
時
の
た

め
に
見
舞
金
制
度
（
左
表
）
を

導
入
し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ポ
一
一
〇
番
プ
レ
ー
ト

設
置
者
に
は
、
後
日
、
区
立
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
を
通

じ
て
こ
の
見
舞
金
制
度
を
案
内

し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
課
管
理
係
へ
。

　健康学園は、南伊豆の豊かな自然
の中で健康の回復と体力の増進を図
りながら学ぶ、全寮制の学園です。
磯学習、山登り、ホタルや星を見る
会など、都会では得られない自然と
のかかわりを数多く取り入れていま
す。
　また、区内の小学校と同じ内容の
勉強で、少人数学級の特色を生かし
た、きめ細かな指導を行います。自
ら学習する力や、自立性、社会性を
育て、学習面での力も着実につけて
いきます。
　【入園対象】区立小学校に在学す

る３～６年生（現２～５年生）で、肥満、ぜん息、偏食、虚弱の児童【入園期間】１３年４
月～１４年３月【費用】月額約２万８０００円（食費・雑費）【入園申し込み】１３年２月２日ま
でに各学校へ
e入園説明会
　【日時】１２月８日ª午後２時～【会場】区役所西棟１０階Ａ会議室【内容】学園紹介ビデ
オ上映と学園職員による生活・学習の説明
　希望者は、直接会場へ。
e現地見学会
　【日時】１３年１月２７日º・２８日∂（１泊２日往復バス利用）【定員】対象児童と保護者
の計５０名【参加費】５０００円程度（食費）
　申し込みは、ハガキに①住所②保護者名③電話番号④児童名⑤学校名⑥学年⑦入園希
望理由を書いて１３年１月９日（必着）までに学務課就学奨励係へ。
　問い合わせも、同係へ。

　　
　　
　南
伊豆健

康学園　入園募集！

　　
　　
　自然

の中でのびのびと

　　
　　
　自然

の中でのびのびと

　　
　　自

然の中でのびのびと

名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
３
４

‐
４
３
０
４
へ
。
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�
　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
５
日
∏
午
後

１２

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
審

査
調
整
係
へ
。

※
図
面
な
ど
が
あ
る
場
合
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

�
　

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

は
、保
護
者
が
病
気
・
出
産
な
ど

で
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
養
育

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
、
家
族
に
代
わ
っ
て
区
内
の

施
設
で
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　
【
対
象
】区
内
在
住
の
２
歳
〜

　

歳
の
お
子
さ
ん【
利
用
施
設
】

１２カ
リ
タ
ス
の
園
小
百
合
の
寮

（
井
草
４
―　

―　

@
３
３
９

１９

２８

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

４
‐
２
４
５
１
）【
利
用
期
間
】原

則
と
し
て
七
日
間【
費
用
】一
日

二
一
五
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
印
鑑
・
保
険

証
を
持
参
の
う
え
、
児
童
青
少

年
セ
ン
タ
ー
子
育
て
推
進
係

（
荻
窪
１
―　

―
３
@
３
３
９

５６

３
‐
４
７
１
１
ゆ
う
ラ
イ
ン
）

ま
た
は
直
接
施
設
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

�
　

区
内
で
と
れ
た
野
菜
を
、
宮

前
地
区
の
農
家
が
直
売
し
ま

す
。
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

２５

２
時
〜
（
雨
天
の
場
合　

日
に

２６

順
延
）
【
会
場
】
宮
前
出
張
所

前
広
場
（
宮
前
５
―
５
―　

）
２７

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
直
売
会
・

尾
崎
@
３
３
３
３
‐
０
８
３
８

へ
（
当
日
の
午
前
中
ま
で
）
。

�
　

ゆ
う
杉
並
で
は
、
子
ど
も
と

家
庭
に
関
す
る
総
合
相
談
（
ゆ

う
ラ
イ
ン
）
と
女
性
に
関
す
る

と
り
た
て
野
菜
の
直
売

ゆ
う
杉
並
相
談

総
合
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
気
に
し
て
い
る
こ

と
、
だ
れ
に
も
言
え
な
い
こ
と

や
、
虐
待
・
体
罰
・
夫
婦
関
係

（
離
婚
・
別
居
）
な
ど
つ
ら
い

思
い
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
・
時
間
帯
な
ど
の

詳
細
は
左
上
表
の
と
お
り
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま

す
。
名
前
を
言
わ
な
く
て
も

相
談
で
き
ま
す
。

�
　

中
央
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の

点
検
な
ど
を
行
う
た
め
、　

月
１１

　

日
∑
〜　

月
７
日
∫
ま
で
臨

２７

１２

時
休
館
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、中
央
図
書

館
@
３
３
９
１
‐
５
７
５
４
へ
。

�
　

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な

ど
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
を
対
象
と
し
た
制
度
で

す
。

　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
は
、
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
ま

す
の
で
、
会
社
な
ど
へ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
加
入
者
本
人
か
ら

見
て
、
二
親
等
内
ま
た
は
同
一

世
帯
三
親
等
内
の
親
族

②
年
収
が
一
三
〇
万
円
未
満

（　

歳
以
上
の
方
ま
た
は
障
害

６０
年
金
を
受
給
す
る
程
度
の
障
害

が
あ
る
方
は
一
八
〇
万
円
未

満
）

　

な
お
、
会
社
な
ど
か
ら
健
康

保
険
証
が
交
付
さ
れ
次
第
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
出
張
所

で
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係
へ
。

中
央
図
書
館
の
臨
時
休
館

e
国
民
健
康
保
険

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
で
き
る
方
へ

〈ゆう杉並相談〉
女性相談室ゆうライン

女性問題に関する相談子どもと家庭に関する相談相談内容
@３３９３‐４７１３@３３９３‐４７１１（FAX３３９３‐４７１４）相談電話
一般相談(火～土曜日)
午前１０時～午後４時
(午後４時以降は留守番電話対応)

火～土曜日
午前９時～午後５時
(午後５時以降は留守番電話対応)

相談時間

法律相談（予約制）
毎週木曜日 午後１時３０分～４時３０分
月１回木曜日 午後６時３０分～８時３０分

心理カウンセラー相談日
第２木曜日午前１０時～正午専門相談

電話・面接電話・面接・手紙・ファクス相談方法

〈まちの緑化に関する事業一覧〉

助成内容内容名称

生け垣：９０００円／ｍ個人が区内の幅員４ｍ以上（原則）の道路に面した敷地（接道
部）に、延長２ｍ以上、奥行き１ｍの範囲に生け垣などの緑化
を行う場合、造成費および既存塀撤去費の一部を助成。緑化し
た部分の前面にフェンスなどは造れません。また、同一接道部
での重複助成はありません。助成の申請にあたっては、必ず工
事着手前にご相談を

接道部緑化助成
フェンス緑化：２０００円／ｍ

植樹帯：５０００円／fl

既存塀の撤去：５０００円／ｍ

―家の改築や引越しなどのために維持が困難となった樹木を、区
が一定の基準に基づいて受け取り、公共施設への植栽に活用寄付樹木制度

生け垣：２５０円／ｍ／年道路境界から奥行き１ｍの範囲にある生けがき・植え込み・フ
ェンス緑化（延長１０ｍ以上）の保護について、区民同士又は一
人で結ぶ協定を区が認定し、維持管理費の一部を助成。助成金
は３年ごとにまとめてお支払いします

生けがき協定 フェンス緑化：５０円／ｍ／年

植樹帯：１００円／fl／年

２０円／fl／年
住宅団地、工場などの緑化またはみどりの保全について、土地
の所有者などの全員の合意により結ぶ協定を区が認可し維持管
理費の一部を助成。助成金は３年ごとにまとめてお支払いします

緑地協定

苗木の支給
敷地が1000fl以上のマンション、工場、私立学校などの管理者
等と、区が緑化に関する協定（おおむね５年間）を結び、敷地内
への緑化の支援を行う

みどりの
 育成協定

保護樹木：一般 ６０００円／本、法人 ２０００円／本
一定基準以上の樹木等を所有者の同意を得て保護するみどりと
して指定し、伐採を禁止するほか、維持管理費の一部を助成。
また、樹木保険制度により、指定した樹木等が台風などで枝折
れした場合など、それが原因で物損や人身事故が発生した際、
所有者に代わって保険の範囲で対応

樹木等保護指定
保護樹林：屋敷林・樹林 ６０００円／１００fl（１万
fl以下）。寺社林・私立学校林等 １０００円／１００fl
（１万fl以下）

保護生け垣：一般 ６００円／ｍ、法人 ２００円／ｍ

６０００円／本、樹木医の派遣など一定要件の樹木を特別保護樹木として指定し、所有者と区が保
全の協定を結び、管理費の一部の助成などを行う貴重木

�
　

【
日
時
】
第
一
戦
＝
１
月　
１３

日
º
／
第
二
戦
＝
３
月　

日
º

３１

（
区
後
援
）
【
会
場
】
菅
平
高

原
ス
キ
ー
場
・
裏
太
郎
か
も
し

か
コ
ー
ス
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
で
区
ス
キ

ー
連
盟
会
員
の
方
（
新
規
登
録

も
可
）
【
定
員
】
な
し
【
参
加

費
】
一
名
三
〇
〇
〇
円
【
申

込
・
問
合
せ
】
申
し
込
み
用
紙

（
各
体
育
施
設
お
よ
び
社
会
教

育
ス
ポ
ー
ツ
課
に
置
い
て
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て

第
一
戦
１
月　

日
（
必
着
）、

１０

第
二
戦
３
月　

日
（
必
着
）
ま

２４

で
に
区
ス
キ
ー
連
盟
・
寺
田
康

徳
（
〒　

‐
０
０
１
３
堀
ノ
内

１６６

２
―
１
―　

―　

@
・
�
３
３

２９

２０９

１
３
‐
６
９
８
７
・
午
後
６
時

〜　

時
）
へ
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

１０
で
。
参
加
費
は
口
座
振
込
で

�
　

【
日
時
・
会
場
】
開
会
式
＝

１
月　

日
º
午
後
７
時
〜
菅
平

１３

学
園
▽
大
会
＝
１
月　

日
∂
菅

１４

平
高
原
ス
キ
ー
場
【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
種
目
】
回
転
・
大
回
転
【
組

分
け
】
小
学
生
か
ら
男
女
別
、

年
齢
順
に
六
部
【
参
加
費
】
無

料
【
申
込
み
】
各
体
育
施
設
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
１
月

９
日
（
必
着
）
ま
で
に
ú
杉
並

区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
〒　
１６６

‐
0
0
0
4
阿
佐
谷
南
１
―　
１４

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
八

e
杉
並
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
競
技
会

FAX

�
区
民
体
育
祭
冬
季
大
会

◇
ス
キ
ー
競
技
会

e

階
）
へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

�
５
３
０
５
‐
６
１
６
２
【
問

合
せ
】
区
ス
キ
ー
連
盟
・
寺
田

@
３
３
１
３
‐
６
９
８
７
【
備

考
】回
転
競
技（
ジ
ュ
ニ
ア
部
を

除
く
）
の
優
勝
者
は
都
民
体
育

大
会
選
手
選
考
の
参
考
と
す
る

�
　

【
日
時
】　

月
７
日
∫
午
前

１２

９
時
〜　

時
【
会
場
】
上
井
草

１１

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
上
井
草
３
―

　

―
１
）
【
対
象
】
区
内
在

３４住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
定

員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

（
入
場
料
と
し
て
四
〇
〇
円
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
同
セ
ン

タ
ー
@
３
３
９
０
‐
５
７
０
７

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

【
そ
の
他
】
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中

は
一
般
利
用
で
き
ま
せ
ん

�
　

【
日
時
】
①　

月　

日
②　

１１

２６

１２

FAXe
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

気
軽
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

〜
体
を
引
き
締
め
た
い

 

あ
な
た
へ
〜

e
区
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

◆体育施設休場のお知らせ◆
休場理由休場期間電話番号施設名

内野部分重点整備
１２月２７日π

３３１１‐７４１０
松ノ木運動場（野球場）

１２月２５日∑
 ～２７日π

和田堀公園野球場

定期清掃
１２月１３日π３３９９‐４２２４妙正寺体育館
１２月１１日∑３３３４‐４６１８大宮前体育館

バスケットゴール保
守点検、定期清掃１２月２６日∏・

 ２７日π

３３２８‐３１４６永福体育館

換水清掃、床補修３３９０‐５７０７上井草スポーツセンター
（温水プール）
※問い合わせは、各施設またはú杉並区スポーツ振興財団@５３０５‐６１６１へ。

月　

日
③
１
月　

日
（
い
ず
れ

１７

１４

も
日
曜
日
）
の
午
前
７
時　

分
４５

〜
９
時　

分
【
会
場
】
明
治
神

４５

宮
外
苑
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

（
新
宿
区
霞
岳
町
五
丁
目
）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
【
参
加
費
】
一
回
に

つ
き
中
学
生
以
下
五
〇
〇
円
、

高
校
生
以
上
八
〇
〇
円
（
別
途

貸
靴
代
五
〇
〇
円
）
【
申
込

み
】
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ

【
問
合
せ
】
区
ス
ケ
ー
ト
連

盟
・
野
田
@
３
３
９
０
‐
０
７

７
５
【
備
考
】
①
長
ズ
ボ
ン
、

手
袋
、
帽
子
を
持
参
②
安
全
に

は
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、
万
一

の
事
故
の
場
合
、
参
加
者
の
負

担
に
な
り
ま
す

ススポポーーツツ

　

区
で
は
、
み
ど
り
を
守
り
、

育
て
る
た
め
に
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
助
成
事

業
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
積
極

的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
左

表
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地

課
み
ど
り
の
係
へ
。

まちの緑化に

関する事業を

ご存知ですか？

�
　

杉
並
区
職
員
の
採
用
試
験

の
う
ち
、
次
の
職
は
外
国
籍

の
方
も
受
験
で
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
、
福
祉
、
保
育

士
、児
童
指
導
、心
理
、医
療

技
術
系
（
診
療
放
射
線
・
歯

科
衛
生
士
・
理
学
／
作
業
療

法
士
・
栄
養
士
・
看
護
婦（
士
）

な
ど
）、技
能
系
（
調
理
・
用

務
な
ど
）。

　

こ
の
ほ
か
、
特
別
区
人
事

委
員
会
で
試
験
を
行
い
、
各

区
に
採
用
さ
れ
る
保
健
婦

（
士
）
な
ど
も
同
様
に
受
験

で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
職
員
課

人
事
係
へ
。

外
国
籍
の
方
も
区
の
職
員
に
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杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

● ● ● 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド保養施設ガイド ● ● ●
休館日申込方法料金施設

２月
１３～１５日

２月の優先利用申し込み（湯河原すぎなみ荘）
　一度も当選したことのない方の優先申し込みで
す。【対象】４月～１１月に一度も当選したことがな
く、干支マーク入りの落選ハガキ（住所、氏名が同
一のもの１０月の落選ハガキで干支マークのないも
のも有効）を５枚以上お持ちの方【申込み】優先使
用申込書と落選ハガキ５枚を同封し、専用封筒で
１２月１日～１５日（必着）までに郵送または区役所窓
口へ持参。１２月２０日に抽選。
２月の利用申し込み
　専用ハガキで１２月１日～１５日（必着）までに郵送
または区役所内窓口へ持参。１２月２０日に抽選。
空室受付（１月分）
　１２月１日から利用日の前日まで、電話または区
役所内窓口で受け付け。
すぎなみ自然村の団体(２０～６０名)利用申し込み
　１３年６月の申し込みは、１２月１日から区役所内
窓口で手続きをしてください。

１泊２食
大人５６００円
子ども３３００円

すぎなみ荘
（〒２５９‐０３１４神奈川県足柄
下郡湯河原町宮上字入谷２７９）
@０４６５‐６２‐４８０５

同　上本館

すぎなみ自然村
（〒３７７‐０８０１
群馬県吾妻郡
吾妻町大字原町
字岩櫃山４３９９）
@０２７９‐６８‐５３３８

基本料金
（１棟１泊）
１８００円～
１泊食事なし
大人３６００円
子ども１８００円

ログハウス

１泊食事なし
大人２００円
子ども１００円

キャンプ場

なし

１月の利用申し込み
　学校使用日以外は、１２月１１日から使用日の前日
まで、電話または区役所内窓口で受け付けます。な
お、１２月１１日は電話のみの受け付け（受付順）とな
ります。
菅平学園の冬期一般利用
　１月～３月は学校の移動教室の期間ですが、学
校が使用しない宿泊室は、一般利用ができます。
１月７～９日（全室）、１０～２１日（各５室）

１泊２食
大人５０００円
子ども３３００円

菅平学園
（〒３８６‐２２０１長野県小県郡
真田町大字長字十ノ原１２７８）
@０２６８‐７４‐２２４０

校
外
施
設

富士学園
（〒４０１‐０５１１山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）
@０５５５‐８４‐７０３１

１泊２食
大人４４００円
子ども２７００円

弓ケ浜学園
（〒４２５‐０１５２静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字新田谷戸７８１）
@０５５８‐６２‐３１８７

１月１０日
教職員研修所「秋川荘」
（〒１９０‐０１６４
東京都あきる野市五日市１００３）
@０４２‐５９６‐０６９３
※①年末年始は（１２月２９日～１月３日）の食事付料金は１０００円増しになります。②「専用ハガキ」及び「優先使用
申込書と専用封筒」は、区役所、出張所、地域区民センター、区民集会所、サービスコーナー、高齢者動支
援センターにあります。問い合わせおよび郵送先＝近畿日本ツーリスト杉並区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷
南１‐１５‐１）@３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜、日曜、祝日は除く）。

　

お
買
い
物
の
時
に
は
買
い

物
袋
を
持
っ
て
出
か
け
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
受
け

取
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
を
減
ら

し
ま
せ
ん
か
。

　

区
で
は
、「
買
い
物
袋
の
持

参
」
の
運
動
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
先
日
「
荻

窪
ア
ー
ト
楽
市
楽
座
」で「
お

買
い
物
袋
・
風
呂
敷
デ
ザ
イ

ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
展
さ
れ
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
な
ら
、

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
す

か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∑
〜

１１

２７

　

月
１
日
ª
【
会
場
】
区
役

１２所
１
階
ロ
ビ
ー
【
入
場
料
】

無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
荻
窪
ア

ー
ト
楽
市
楽
座
実
行
委
員
会

代
表
･
佐
々
木
@
０
９
０
‐

８
４
３
９
‐
３
６
５
７
ヘ
。

　
　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま

１１

１６

１２

１５

で
は
、
東
京
都
エ
イ
ズ
予
防
月

間
で
す
。
感
染
者
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
昨
年
一
年
間
に

新
た
に
報
告
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
は
全
国
で
八
三
〇
人
、
そ

の
う
ち
東
京
都
内
は
三
一
五
人

で
全
国
の
三
分
の
一
を
占
め
て

い
ま
す
。

◇
エ
イ
ズ
は
予
防
で
き
ま
す

　

近
年
、
感
染
原
因
の
大
半
は

性
行
為
に
よ
る
も
の
で
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
平
均
一
〇

年
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

自
分
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
か
な
い
ま
ま
人
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た

め
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
誰
で
も
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
感
染
ル
ー
ト
は
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

▽
主
な
感
染
経
路

　

①
性
行
為
に
よ
る
感
染
②
血

液
を
介
し
て
の
感
染
③
母
子
感

染

▽
エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
に
は

　

安
全
な
性
行
動
を
心
が
け
、

不
特
定
多
数
の
相
手
と
の
性
的

接
触
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
コ
ン

ド
ー
ム
は
感
染
予
防
に
有
効
で

す
。
正
し
く
使
う
こ
と
に
よ
り

梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
な
ど
の
性
感
染
症
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。　
　
　

◇
早
期
発
見
で
病
気
の
進
行
や

発
病
を
遅
ら
せ
ら
れ
ま
す

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無

料
・
匿
名
で
、
エ
イ
ズ
の
相
談

や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

検
査
は
、
感
染
の
有
無
を
正

確
に
判
断
す
る
た
め
に
、
感
染

の
可
能
性
が
思
い
当
た
る
日
か

ら
三
カ
月
以
上
過
ぎ
て
か
ら
受

け
て
下
さ
い
（
希
望
に
よ
り
性

感
染
症
の
検
査
も
受
け
ら
れ
ま

す
）。

　

結
果
は
本
人
に
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
で
杉

並
保
健
所
保
健
予
防
課
お
よ
び

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
８
面
健

康
相
談
表
参
照
）。

�
　

【
検
査
・
相
談
時
間
】
①
平

日
＝
午
後
３
時
〜
８
時
②
土
・

日
・
祝
日
＝
午
後
１
時
〜
５
時

【
予
約
受
付
時
間
】
①
＝
午
後

３
時　

分
〜
７
時
@
３
３
７
７

３０

‐
０
８
１
１
②
＝
午
後
１
時
〜

４
時　

分
@
３
３
７
７
‐
０
８

３０

７
９
／
②
は
予
防
月
間
中
の
み

�
　

エ
イ
ズ
の
様
々
な
質
問
や
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

【
相
談
日
】　

月
２
日
º
・

１２

３
日
∂
午
前　

時
〜
午
後　

時

１０

１０

【
電
話
】
▼
総
合
相
談
@
３
２

９
２
‐
９
０
９
０
▼
感
染
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
@
５
２
５
９
‐
０

６
１
９
▼
英
語
に
よ
る
相
談
@

５
２
５
９
‐
０
２
５
６
▼
ゲ
イ

に
よ
る
相
談
@
５
２
５
９
‐
０

７
５
０
▼
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
よ
る

相
談
@
５
２
５
９
‐
０
２
５
９

　

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と

人
権
・
情
報
セ
ン
タ
ー
@
５
２

５
９
‐
０
６
２
２
へ
。

e
東
京
都
南
新
宿
検
査
・

 

相
談
室

e
エ
イ
ズ　

時
間
電
話
相
談

３６

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	



こんなことではこんなことでは
感染しません感染しません

　

お
金
の
か
か
ら
な
い
明
る

い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受

け
取
ら
な
い
の
「
三
な
い
運

動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

�
　

政
治
家
（
立
候
補
予
定
者

を
含
む
）
は
、
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
名
義
で
あ
っ
て
も
寄
附

を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
寄
附
と
は
金

銭
や
物
品
、
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
を
供
与
す
る
こ
と

を
言
い
、
花
輪
、
供
花
、
香

典
、祝
儀
な
ど
を
含
み
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
党
や
親
族
に

対
す
る
も
の
、
政
治
教
育
集

会
で
の
実
費
の
補
償
（
食
事

や
食
事
料
の
提
供
は
除
く
）

◇
寄
附
の
禁
止

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

政
治
家
が
自
ら
出
席
し
、

そ
の
場
で
出
す
結
婚
披
露
宴

の
祝
儀
お
よ
び
葬
式
の
香
典

以
外
の
も
の
は
、
罰
則
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
治
家
が
忘
年
会

や
新
年
会
な
ど
に
寸
志
や
酒

な
ど
を
差
し
入
れ
る
こ
と
、

政
治
家
の
親
族
や
秘
書
な
ど

が
、
政
治
家
の
名
義
を
使
っ

て
同
様
の
行
為
を
す
る
こ
と

も
、
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

�
　

政
治
家
に
対
し
て
、
選
挙

区
内
に
あ
る
者
に
寄
附
を
出

す
よ
う
に
勧
誘
や
要
求
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

�
　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し

て
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀

状
な
ど
の
時
候
の

あ
い
さ
つ
状
（
電

報
な
ど
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ

は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
へ
。

◇
寄
附
の
勧
誘
・

 

要
求
の
禁
止

◇
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

明
る
い
選
挙
を
め
ざ
し
て

　
�

　

�

　

　
� 「
贈
ら
な
い
」

「
求
め
な
い
」

「
受
け
取
ら
な
い
」

お
買
い
物
に
は

買
い
物
袋
を

―
あ
な
た
だ
け
の

マ
イ
バ
ッ
グ
―

コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品

è
お
買
い
物
袋
編

è
風
呂
敷
編

▲バキ�さんの作品 ▲佐々木紀子さんの作品
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

★
東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

　

【
日
時
】　

年
２
月
８
日
∫

１３

〜　

日
º
【
対
象
】
障
害
者
手

１０
帳
を
お
持
ち
の　

歳
以
上
の
方

１６

で
、
教
室
参
加
に
あ
た
っ
て
健

康
上
問
題
の
な
い
方
【
申
込
期

間
】　

月
１
日
〜　

日
【
申
込

１２

１５

み
・
問
合
せ
】
多
摩
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
@
０
４
２
‐

５
７
３
‐
３
８
１
１
�
０
４
２
‐

５
７
４
‐
８
５
７
９
ま
た
は
障

害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

@
３
９
０
７
‐
５
６
３
１

★
児
童
問
題
公
開
講
座

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ

い
て
下
さ
い
！

　

【
日
時
】　

月　

日
∫
午
後

１１

３０

１
時
〜
４
時（
０
時　

分
開
場
）

３０ FAX

【
会
場
】
都
児
童
会
館
ホ
ー
ル

（
渋
谷
区
渋
谷
１
―　

―　

）

１８

２４

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】
子
ど

も
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
理
事

長
・
上
出
弘
之
さ
ん
【
定
員
】

五
〇
〇
名（
先
着
順
）【
入
場
料
】

無
料
【
問
合
せ
】
都
児
童
相
談

セ
ン
タ
ー
事
業
課
事
業
係
@
３

２
０
８
‐
１
１
２
１
（
内
線
４

０
７
）

★
清
掃
工
場

　

個
人
見
学
会
の
お
知
ら
せ

　

【
日
時
・
場
所
】
①　

月
９

１２

日
º
＝
杉
並
、
千
歳
（
世
田
谷

区
）
清
掃
工
場
②　

月　

日
∫

１２

１４

＝
豊
島
清
掃
工
場
③　

月　

日

１２

１５

ª
＝
練
馬
清
掃
工
場
④　

月　
１２

１６

日
º
＝
世
田
谷
清
掃
工
場
／
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時
【
定
員
】
五
〇
名
（
先

着
順
）【
費
用
】
無
料
【
申
込

み
・
問
合
せ
】
東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
企
画
広
報

室
@
５
３
６
１
‐
３
６
１
６（
見

学
二
日
前
ま
で
受
け
付
け
ま

す
）

成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報

の
発
令
回
数
は
、
一
回
だ
け
で

し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策

係
、
ま
た
は
都
環
境
局
自
動
車

公
害
対
策
部
@
５
３
８
８
‐
３

５
２
５
へ
。

で
も
基
準
を
達
成
し
ま
し
た
。

浮
遊
粒
子
状
物
質
は
、
二
箇
所

と
も
基
準
を
達
成
で
き
ま
せ
ん

せ
ん
で
し
た
が
、
数
値
は
大
幅

に
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

指
標
と
な
る
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
は
、
昨
年
度
も
基
準
を
達

◇　

年
度
の
測
定
結
果

１１

　

自
動
車
排
出
ガ
ス
の
代
表
的

物
質
と
さ
れ
る
二
酸
化
窒
素

は
、
最
近
の
一
〇
年
間
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
き
ま
し
た

が
、昨
年
度
は
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
呼
吸
器
系
疾
患
の
原
因
と

な
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
は
、
近

年
や
や
減
少
傾
向
で
あ
り
ま
し

た
が
、　

年
度
は
大
幅
に
減
少

１１

し
ま
し
た
。

　

こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
要
因
の
相
乗
効
果
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
気

象
状
況
に
よ
る
影
響
を
大
き
く

受
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

▽
区
内
の
状
況

　
　

年
度
の
区
内
の
大
気
汚
染

１１
状
況
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

二
酸
化
硫
黄
と
一
酸
化
炭
素

は
、
測
定
し
て
い
る
二
箇
所
と

も
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
二
酸
化
窒
素
は　

年
１０

度
ま
で
四
測
定
室
中
三
箇
所
が

環
境
基
準
を
達
成
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、　

年
度
は
区

１１

役
所
前
と
富
士
見
丘
の
測
定
室

　

大
気
汚
染
か
ら
人
の
健
康
を

保
護
す
る
た
め
に
、
維
持
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
と
し

て
、
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
な
ど
が
集

中
す
る
東
京
で
は
、
二
酸
化
窒

素
や
浮
遊
粒
子
状
物
質
な
ど
の

大
気
中
濃
度
は
、
環
境
基
準
を

超
え
、
改
善
は
あ
ま
り
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、　

年
度
の
東
京

１１

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
大
気
測
定

結
果
は
、
例
年
と
比
べ
て
異
な

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

〈平成１１年度大気測定結果〉

東福祉事務所
環状７号線沿い久我山苗 圃 

ほ富士見丘
放射５号線沿い

区役所前
青梅街道沿い

――０.００５０.００７
二酸化硫黄

――○○

――０.８１.２
一酸化炭素

――○○

０.０４９０.０２４０.０３２０.０３９
二酸化窒素

×○○○

――０.０３９０.０４２
浮遊粒子状物質

――××

――０.０２１０.０１２
光化学オキシダ  ント

――××

※①上段：汚染物質濃度年度平均値（単位：ｐｐｍ，ただし浮遊粒子状物質はmg/m3) 
②下段：○＝環境基準達成、　×＝環境基準非達成　　

� �

★
赤
十
字
家
庭
看
護
法
・
幼
児

安
全
法
講
習
会

　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
下

表
の
と
お
り
【
対
象
】
全
日
程

出
席
で
き
る
満　

歳
以
上
の
健

１５

康
な
方
（
遅
刻
・
早
退
・
子
ど

も
の
同
伴
は
不
可
）【
定
員
】
二

五
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

（
教
本
代
、
保
険
料
な
ど
）【
認

定
証
】
養
成
講
習
会
を
全
日
程

受
講
し
、
検
定
（
希
望
者
）
合

格
者
に
交
付
【
申
込
み
】
往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例

参
照
）
に
生
年
月
日
、
職
業
、

希
望
す
る
コ
ー
ス
名
も
書
い

て
、
各
締
切
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
（
〒　

‐
８
５
４
０
新
宿
区

１６９

大
久
保
１
―
２
―　

）
へ
。
申

１５

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

【
問
合
せ
】
同
支
部
@
５
２
７

３
‐
６
７
４
６

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

講
習
日
前
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
申
し
込
み
も

可
）。

�

　

月　

日

１１

１１

付
広
報
６

面
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
「　
１１

月
・　

月
の
各
種
教
室
」
の
表

１２

中
、
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
・
四
宮
お
は
な
し
の
会
は　
１２

月　

日
∏
A
午
後
３
時
〜
４
時

１２
B
４
時
〜
５
時
の
誤
り
で
し

た
。

〈赤十字家庭看護法・幼児安全法講習会〉

内　　容締切日日　　時コース

高齢者のお世話
・寝たきりにならないため
に
・痴呆性老人の理解など
病人の介護
・ 排泄 、食事、体の拭き方、

はいせつ

洗髪、体の移動など

１２月８日
１２月１５・１８・１９日
午前９時～

午後５時
Ｊ３

介
助
員
養
成
講
習
会

体の移動・衣服の交換・車い
すへの移乗など

　　１１日
　　１７日
午前１０時～

午後４時
Ｊ１

一
般
講
習
会

子どもに起こりやすい事故
の予防と手当

　　４日
　　１０日
午後１時～４時

Ｊ２

体の移動・衣服の交換・車い
すへの移乗など

　　６日
　　１２日
午前１０時～

午後４時
Ｊ４

※会場は、Ｊ１・２＝日本赤十字社東京都支部（新宿区大久保１‐２‐１５）、
　Ｊ３・４＝武蔵野赤十字病院（武蔵野市境南町１‐２６‐１）。

エエンンジジンンをを
ととめめてて
�� ききれれいいなな空空にに
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

　

始
め
に
、
こ
の
コ
ラ
ム
へ
の
原
稿
の
依

頼
を
頂
い
て
、
本
当
に
恐
縮
し
て
い
る
。

何
し
ろ
、
ね
じ
め
正
一
さ
ん
、
童
門
冬
二

さ
ん
の
次
で
は
、
あ
ま
り
に
小
粒
で
相
応

し
く
な
い
。
し
か
し
、
丁
度
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
で
牟
田
悌
三
さ
ん
と
税
金
相
談
の
番
組

を
担
当
し
て
一
〇
年
に
な
り
、
ま
た
杉
並

に
住
ん
で
一
〇
周
年
と
い
う
区
切
り
に
、

せ
っ
か
く
頂
い
た
機
会
を
お
断
り
し
て
は

と
結
局
お
引
き
受
け
し
た
。

　

さ
ぞ
、
税
金
の
こ
と
に
詳
し
い
で
し
ょ

う
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
一
般
の
人
の
立

場
で
参
加
す
る
と
い
う
役
割
な
の
で
毎
回

忘
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
（
本
当
は
単

に
覚
え
ら
れ
な
い
だ
け
で
あ
る
）
し
か

し
、
税
金
の
使
い
道
に
関
し
て
は
や
は
り

気
に
な
る
。
完
成
し
た
環
八
の
井
荻
ト
ン

ネ
ル
や
、
長
年
工
事
中
の
五
日
市
街
道
の

拡
幅
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
、
公
園
の
桜
の

木
の 
剪
定 
作
業
。
我
が
子
に
は
「
こ
の
教

せ
ん
て
い

科
書
は
皆
が
払
っ
た
税
金
で
買
っ
て
も
ら

っ
た
ん
だ
よ
」
と
話
す
よ
う
に
し
て
い

る
。
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
そ
し
て

我
が
家
の
お
気
に
入
り
「
す
ぎ
な
み
自
然

村
」
の
保
養
施
設
な
ど
、
杉
並
区
は
本
当

に
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
「
セ
シ
オ
ン
」

で
ト
イ
レ
博
士
や
ら
花
火
師
の
方
の
講
義

を
聴
い
た
こ
と
も
あ
る
。
と
て
も
面
白
か

っ
た
の
で
後
日
、
講
師
の
先
生
に
は
番
組

に
も
ご
出
演
頂
い
た
。
親
子
米
作
り
教
室

に
も
参
加
し
た
。
だ
が
こ
れ
ら
は
、
日

頃
、
利
用
し
て
い
な
い
方
に
と
っ
て
は
、

無
用
の
長
物
で
あ
ろ
う
。
申
し
込
み
が
面

倒
だ
と
か
、
時
間
帯
が
合
わ
な
い
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
都
会
に
し
て
は
意
外
な
ほ
ど
広
い
公

園
も
あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
出
来
る
場

所
が
な
い
と
い
う
。
車

 
椅
子 
の
方
は
、
公
園
の

い

す

入
口
に
ポ
ー
ル
が
あ
っ

て
入
れ
な
い
と
言
う
。

も
ち
ろ
ん
公
園
は
幼
児

も
い
る
の
だ
し
、
ボ
ー

ル
は
ど
こ
に
飛
ん
で
い

く
か
判
ら
な
い
。
バ
イ

ク
が
入
っ
て
き
て
は
危

な
い
か
ら
ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ
ち

ら
が
立
た
ず
、
税
金
の
平
等
な
分
配
と
い

う
の
は
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。

し
か
し
「
税
金
は
会
費
の
よ
う
な
も
の
で

す
」
と
番
組
で
は
よ
く
言
う
。
会
員
な
の

だ
か
ら
、
も
っ
と
要
望
を
出
し
て
い
い
と

思
う
。
一
部
の
人
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
え
る
施
設
も
、
み

ん
な
が
会
費
分
は
取
り
戻
す
位
の
つ
も
り

で
要
望
を
だ
し
て
利
用
す
る
と
、
も
っ
と

活
気
の
あ
る
良
い
杉
並
に
な
っ
て
い
く
に

違
い
な
い
。
せ
っ
か
く
会
費
払
っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
「
杉
並
ラ
イ
フ
」
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
な
い
と 
勿
体 
な
い
。
そ
う
思
い
な
が

も
っ
た
い

ら
、
こ
の
広
報
紙
も
、
毎
号 
隈
無 
く
目
を

く
ま
な

通
し
て
い
る
私
で
す
。

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

e
主
な
出
演
番
組

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

　

「
牟
田
悌
三
・
あ
な
た
の
た
め
の
税
金

相
談
」
、
「
柳
生
博
の
楽
し
さ
発
見
」

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど
を

テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
な
く
て
は
勿
体
な
い

長
谷
川
直
子（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）…
①

G

訂
正
と
お
わ
び
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�
　
【
日
時
】　

月
９
日
º
午
後
１

１２

時
〜
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）【
内
容
】

２２

３２

①
式
典
・
障
害
者
自
立
生
活
者

等
表
彰
式
②
講
演
「
ハ
ッ
ピ
ー

と
私
」／
脚
本
家
・
小
野
沢
美

暁
さ
ん
③
映
画
「
ハ
ッ
ピ
ー
」

※
全
編
字
幕
ス
ー
パ
ー
付
・
視

覚
障
害
の
方
に
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
副
音

声
装
置
を
用
意
し
て
い
ま
す

（
先
着
三
〇
名
）。

�
　

【
日
時
】　

月
８
日
ª
〜　

１２

１１

日
∑
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）【
会

１１
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）【
内
容
】
障
害
者
の

２２

３２

皆
さ
ん
の
洋
画
・
日
本
画
・
写

真
・
工
芸
品
・
手
芸
品
の
展
示

（
区
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障

◇
式
典
・
表
彰
式
・

講
演
と
映
画

◇
ふ
れ
あ
い
美
術
展

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万５８６３人（　１２５増）
　男　／２４万５３４５人（　１２１増）
　女　／２６万  ５１８人（　　　４増）
世帯／２６万５７５６　（　２２４増）

外
国
人
登
録

人口／１万　５５８人（　５３増）
　男　／　　５２７５人（　１０減）
　女　／　　５２８３人（　６３増）
世帯／　　８４２８　（　７０増）

１２年１１月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万６４２１人（　１７８増）

◆１２月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）

@３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）

@３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

@３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

@３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）

@３３９１‐００１５
１４・２１日

午前９時～１０時３０分
５・１９日

午前９時～１０時３０分
１３日

午前９時～１０時３０分
４・１８日

午前９時～１０時３０分
８・２２日

午前９時～１０時３０分
無料健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１１日
午後１時１５分～２時

２０日
午前９時３０分～１０時

８日
午後１時３０分～２時

１５日
午後１時３０分～２時

１２日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

７・１２・２１日４・１１・１８・２５日４・１１・１８・２５日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高円寺保健センターの１８日は午後１時～）

２１日２５日２５日パパ・ママ学級
(事前申込制) 午後１時３０分～４時

２１日
午後１時１５分～２時

８日
午後１時３０分～３時３０分

７日
午前１０時３０分～正午

４日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１１日午後１時１５分～２時３０分
１８日午前９時～１０時３０分　

１３・２０日
午前９時～１０時３０分

１３日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１１日
午後１時１５分～３時

１８日
午前９時～１０時３０分

１８日
午後１時１５分～３時

１９日
午後１時１５分～３時

歯科総合相談日（無料）
…電話予約

９日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会(阿佐谷南３‐３４‐３)　問い合わせは@３３９３‐０３９１歯の健康相談（無料）
７日

午後１時３０分～
７日

午後１時３０分～
２２日

午後１時３０分～
６日

午後２時～
１４日

午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

２１日
午後１時３０分～

２５日
午前９時～

１・１５日
午後１時３０分～

１３日午後１時３０分～
２６日午前９時３０分～

６・２１日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

※診断書発行業務は保健予防課（予約専用@３３９１‐００３７）へ。※高円寺保健センターでは８日ª午後１時３０分～酒害相談（無料）も行います（電話で予約を）。

　
　

月
９
日
º
は
「
障
害
者
の
日
」、　

月
３
日
∂
〜

１２

１２

９
日
º
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

　

区
で
は
、
皆
さ
ん
に
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
０
」
を
開
催
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
者
福
祉
課
へ
。

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信　
　

月　

日
、
馬
橋
小
学
校

１０

３０

で
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
五
年
生
の
理
科

の
授
業
の
一
環
で
す
。
校
庭

の
隅
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲

っ
た
水
田
で
、
半
年
か
け
て

米
作
り
を
体
験
し
ま
す
。

　

こ
の
日
、
午
後
３
時
過
ぎ

に
八
一
名
の
子
ど
も
た
ち
が

校
庭
に
集
ま
り
ま
し
た
。　

ク
ラ
ス
ご
と
に
並
び
、
一
人

ひ
と
り
、
鎌
を
持
っ
て
稲
を

刈
り
取
り
ま
す
。
最
初
は
皆

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
神
妙
な

様
子
で
し
た
が
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
、
待
っ
て
い
る
子

は
歌
を
歌
い
出
し
、
刈
り
終

っ
た
子
は
稲
穂
を
か
か
げ
て

踊
り
出
す
、
ま
る
で
太
古
の

収
穫
祭
の
よ
う
な
に
ぎ
や
か

な
稲
刈
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み

の
間
も
当
番
を
決
め
て
水
を

や
っ
た
り
、
苦
労
し
て
世
話

を
し
て
き
ま
し
た
。
踊
っ
て

い
る
子
を
つ
か
ま
え
て
感
想

を
聞
く
と
「
田
植
え
が
大
変

だ
っ
た
」「
水
の
加
減
が
難
し

い
ん
だ
よ
！
」
と
口
々
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
お
米
も
普
段
私

た
ち
が
食
べ
て
い
る
お
米
と

は
違
い
ま
す
。
古
代
に
食
さ

れ
て
い
た
赤
米
で
す
。

　

三
年
前
か
ら
兵
庫
県 
八
鹿 

よ
う
か

町
の 
小
佐 
小
学
校
か
ら
苗
を

お
さ

分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

す
。
八
鹿
町
は
奈
良
時
代
、

平
城
京
に
米
を
献
上
す
る
集

落
で
し
た
。
そ
れ
に
ち
な
ん

で
小
佐
小
の
子
ど
も
た
ち

は
、
当
時
の
赤
米
を
育
て
て

い
る
の
で
す
。
馬

橋
小
か
ら
苗
を
分

け
て
ほ
し
い
と
連

絡
す
る
と
、「
東
京

で
も
育
て
て
も
ら

え
る
な
ら
、ぜ
ひ
」

と
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

赤
米
は
品
種
改

良
を
し
て
い
な
い

の
で
、
収
穫
量
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。乾
燥
・

脱
穀
を
し
て
、
普

通
の
白
米
と
混
ぜ

て
全
校
生
徒
の
給

食
に
出
す
予
定
で

す
。

▲映画「ハッピー」の一場面

害
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
作
品

も
展
示
し
ま
す
）

�
　

【
日
時
】　

月
５
日
∏
〜　

１２

１８

日
∑
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
会
場
】
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

【
内
容
】
パ
ネ
ル
展
示

☆

　

こ
れ
ら
の
催
し
は
、
心
身
障

害
者
の
団
体
を
中
心
と
し
た
実

行
委
員
会
が
開
催
し
ま
す
。

◇
障
害
者
施
設
・
団
体
の
紹
介

▲小野沢美暁さん

　

新
品
雑
貨
・
中
古
衣
料
・

手
作
り
自
主
製
品
・
書
籍
・

Ｃ
Ｄ
・
模
擬
店
な
ど
に
ぎ
や

か
に
オ
ー
プ
ン
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午

１２

１７

前　

時
〜
午
後
２
時
【
会

１１
場
】
阿
佐
谷
保
育
園
（
阿
佐

谷
北
３
―　

―　

）【
問
合

３６

２０

せ
】
あ
し
た
の
会
中
途
障
害

者
の
第
一
福
祉
作
業
所
@
５

３
９
７
‐
３
６
３
６
【
協
賛
】

工
房
ラ
ル
ゴ
・
ア
ゲ
イ
ン

※
品
物
の
寄
付
な
ど
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

１２月９日ºは
「障害者の日」です

ふれあい
フェスタ2000
ひろげよう

心の輪

¬¬岩間信子 講談社 BE・LOVE岩間信子　講談社 BE・LOVE

ê
稲
を
刈
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
の
子
ど
も
た
ち

古
代
の
お
米「
赤
米
」が

と
れ
ま
し
た

馬
橋
小
学
校

休日などの急病診療など
土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電話でご相談くだ
さい。なお、平日夜間の小児科の急病診療は休止しました。

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

●日曜・祝日…午前９時～午後４時

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

@3391－1599外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

@3398－5666歯 科

@3391－5539調 剤 薬 局

ê

ê

ê

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り @５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター@３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

ク
リ
ス
マ
ス

福
祉
共
同
バ
ザ
ー


